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2)舌骨下筋群 における舌保持位 では､通常位 よ り小保持位 で空喋下時の
筋活動時間に統計学的な有意差 は認 め られなかった｡他 の舌保持位 間での
比較ではすべて統計学的な有意差が認 め られた｡つま り､通常位 よ り大保
持位､小保持位 よ り大保持位 で空嚇下時の筋活動時間が延長 した｡
3.最大挺舌距離 と空嚇下時の筋活動時間の関連性
個々の最大挺舌距離の長短 に関わ らず､舌骨上筋群お よび舌骨下筋群に
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被験者の最大挺舌距離 とした｡ノギスは (秩)ワイデム ･ヤマウラの平行測定





を使用 した 【図 3】｡電極はディスポーサブル電極 LecTrode(株式会社ア ドバン
ス)を使用 し､被験筋が小さいために電極外径寸法 38mmX19mm､ゲル寸法は 38mm
x19mmのものをそれぞれ 25mmX14mmに加工し使用した｡アース電極は電極外径







それぞれ電極間距離 16mmとなるよう貼付 した 【図4】｡また予備実験から両側の
筋活動に左右差がみられなかったことから貼付部位は同側 とし､すべての被験
筋は左側に統一した｡2か所の被験筋に電極を貼付 し､表面電極 として双極誘導

































































































































































通 常 位 に お け る 長 舌 群 ､ 中 舌 群 ､ 短 舌 群 の 3 群 の 筋 活 動 時 間 (平 均 値 ±
標 準 誤 差 ) は ､ 長 舌 群 1. 3 2 ± 0 . 2 7 (秒 ) ､ 中 吉 群 1. 5 6 ± 0 . 1 5 (秒 ) ､ 短 舌 群
1･ 0 3 ± 0 ･ 0 9 (秒 ) で あ っ た ｡ 一長 舌 群 と 中 吉 群 ､ 中 古 群 と 短 舌 琴 ､ 長 吉 群 と
/i
) L'
短 舌 群 の 3 群 間 そ れ ぞ れ の 筋 活 動 時 間 に は 統 計 学 的 な 有 意 差 ノは 認 め ら れ な
か っ た (P > 0 . 0 5 ) ｡
(2 ) 小 保 持 位
小 保 持 位 に お け る 3 群 の 筋 活 動 時 間 は ､ 長 舌 群 1. 9 9 ± 0 . 2 6 (秒 ) ､ 中 古
群 2 . 1 7 ± 0 . 2 5 (秒 ) ､ 短 舌 群 1. 9 1 ± 0 . 1 9 (秒 ) で あ っ た ｡ 3 群 間 そ れ ぞ れ
の 筋 活 動 時 間 に は 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た (p > 0 . 0 5 ) ｡
(3 ) 大 保 持 位
大 保 持 位 に お け る 3 群 の 筋 活 動 時 間 は ､ 長 舌 群 3 . 3 0 ± 0 . 4 9 (秒 ) ､ 中 吉
群 3 . 6 5 ± 0 . 3 3 (秒 ) ､ 短 舌 群 3 . 2 7 ± 0 . 4 2 (秒 ) で あ っ た ｡ 3 群 間 そ れ ぞ れ
の 筋 活 動 時 間 に は 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た (P > 0 . 0 5 ) ｡
2 ) 舌 骨 下 筋 群
(1) 通 常 位
通 常 位 に お け る 長 吉 群 ､ 中 吉 群 ､ 短 舌 群 の 3 群 の 筋 活 動 時 間 (平 均 値 ±
標 準 誤 差 ) は ､ 長 舌 群 1. 6 4 ± 0 . 3 4 (秒 ) ､ 中 舌 群 1. 3 9 ± 0 . 1 2 (秒 ) ､ 短 舌 群
1. 3 1 ± 0 . 19 (秒 ) で あ っ た ｡ 3 群 間 そ れ ぞ れ の 筋 活 動 時 間 に は 統 計 学 的 な
有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た (P > 0 . 0 5 ) ｡
(2 ) 小 保 持 位
小 保 持 位 に お け る 3 群 の 筋 活 動 時 間 は ､ 長 舌 群 1. 9 4 ± 0 . 3 0 (秒 ) ､ 中 古
群 2 . 16 ± 0 . 2 5 (秒 ) ､ 短 舌 群 1. 7 1 ± 0 . 1 8 (秒 ) で あ っ た ｡ 3 群 間 そ れ ぞ れ
の 筋 活 動 時 間 に は 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た (P > 0 . 0 5 ) ｡
(3 ) 大 保 持 位
大 保 持 位 に お け る 3 群 の 筋 活 動 時 間 は ､ 長 吉 群 3 . 4 3 ± 0 . 5 6 (秒 ) ､ 中 古
群 3 . 3 8 ± 0 . 2 9 (秒 ) ､ 短 舌 群 3 . 3 2 ± 0 . 5 9 (秒 ) で あ っ た ｡ 3 群 間 そ れ ぞ れ
の 筋 活 動 時 間 に は 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た (P > 0 . 0 5 ) ｡
4 . 筋 の 活 動 時 間 が 延 長 し な い 被 験 者 の 割 合





























長しない例が舌骨上筋群 ･下筋群ともに被験者全体の 2割近く存在 していた
が､大保持位まで舌を突出させてしまうと､筋活動時間が延長しない例は皆
19
無 に 近 か っ た ｡
考 察
ノ
1 . 筋 電 図 を 用 い た 本 研 究 に つ い て
通 常 ､ 舌 を 前 に 出 し た ま ま 嚇 下 を す る 前 舌 保 持 嚇 下 法 は ､ 咽 頭 期 に お け る 舌
根 部 の 後 方 移 動 を 阻 害 す る こ と で ､ 舌 根 部 と 接 触 す る た め に 前 方 に 隆 起 す る 咽
頭 壁 の 収 縮 を 増 強 さ せ る 働 き が あ る と 考 え ら れ て き た が 4 ) ､ 最 近 で は 咽 頭 壁 の
み な ら ず ､ 舌 そ の も の や 舌 に 付 着 す る 諸 筋 の 抵 抗 訓 練 / 筋 力 強 化 訓 練 と な り 得 る
可 能 性 が 報 告 さ れ て い る 5)｡ し か し な が ら ､ 本 法 の メ カ ニ ズ ム に 関 し て は 不 明
な 点 が 多 く ､ 本 法 を 用 い た 嚇 下 時 の 喋 下 諸 筋 に ど の よ う な 筋 活 動 が 生 じ て い る
の か も 定 か で は な い ｡ そ こ で ､ 前 舌 保 持 喋 下 法 が 嚇 下 諸 筋 に 負 荷 を か け る 嚇 下
増 強 訓 練 に な り 得 る か を 検 証 す 一 つ の 手 段 と し て ､ 表 面 筋 電 図 を 用 い て 嚇 下 時
の 筋 活 動 を 調 べ る こ と に し た ｡
舌 骨 上 筋 群 と 舌 骨 下 筋 群 は ､ 嚇 下 時 に 活 動 す る 筋 と し て 知 ら れ て お り 1 0 ) ､ 表
面 筋 電 図 の 被 験 筋 と し て も よ く 用 い ら れ る ｡ 本 来 は 針 電 極 等 を 用 い て 直 接 的 に
標 的 と す る 嚇 下 筋 の 筋 活 動 を 記 録 す べ き で は あ る が ､ 実 験 の 侵 襲 性 を 最 小 限 に
抑 え る た め ､ 本 研 究 で は 表 面 筋 電 図 を 用 い る こ と に し た ｡
2 . 舌 骨 上 ･ 下 筋 群 の 電 極 貼 付 部 位 の 検 討
舌 骨 上 筋 群 の 被 験 筋 と し て オ ト が イ 隆 起 と 下 顎 角 に 囲 ま れ た 顎 二 腹 筋 前 腹 相 当
部 と オ トが イ 舌 骨 筋 相 当 部 を 被 験 筋 に す る こ と を 計 画 し て い た ｡ 予 備 実 験 を 何 度 も
行 っ た 結 果 ､ オ トが イ 舌 骨 筋 相 当 部 よ り も 顎 二 腹 筋 前 腹 相 当 部 で 若 干 明 瞭 な 筋 電 波
形 が 得 ら れ た ｡ 興 津 ら は ､ オ ト が イ 下 導 出 が 舌 骨 上 筋 群 の 電 極 貼 付 部 位 と し て 適 切
だ と 報 告 し て い る 1 1 )｡ w in n b e r g ら は 顎 二 腹 筋 前 腹 の 筋 電 図 記 録 に つ い て 表 面 電
極 と 針 電 極 の 筋 電 波 形 を 比 較 し ､ 表 面 筋 電 図 で 得 ら れ た 活 動 量 の ほ と ん ど は 顎
二 腹 筋 由 来 で な い か と 報 告 し て い る 12)｡ 以 上 よ り ､ 舌 骨 上 筋 群 と し て 顎 二 腹 筋
前 腹 を 被 験 筋 に 採 用 し た ｡ 舌 骨 下 筋 群 の 被 験 筋 と し て は ､ 甲 状 軟 骨 を 挙 上 さ せ
る 甲 状 舌 骨 筋 を 被 験 筋 に 採 用 し た ｡ さ ら に ､ 予 備 実 験 の 結 果 か ら ､ 筋 電 波 形 に
左 右 差 を ほ と ん ど 認 め な か っ た こ と か ら ､ - 側 の み の 測 定 で 統 一 し ､ す べ て 被
験 者 の 左 側 に 貼 付 し た ｡ こ の 電 極 貼 付 部 位 に よ り ､ 通 常 時 と 舌 保 持 位 に お け る
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通常位 道東位 小保持倖 _通常位 通常位 小保持位
対 対 対_ 対. 対 対
小保括位 大保持位 大保持位 小保持位 大保持位 大保持位
長舌群(7例) 1 0 1 1 0 0
中舌群(~14例) 3 0 1 3 0 1




































than othertwo conditions (p<0.001),butthere wasno statistically
slgnificantdifferencebetweenthedurationofRPandMPconditions.In
almostallsubjects,durationofEMGactivitiesinGPconditionincreased
considerablywhencomparedwithothertwoconditions,regardlessofthe
individualabilitytoprotrudethetonguemaximally.
TheresultsofthisstudysupportthepotentialofTHSasanexercise
techniquetostrengthentheswallowingmusculaturebyplacingsomeloadto
thetongueandconnectedmuscles.Inthefuture,thesamestudyneedsto
beconductedinothergroupssuchaselderlypeopleaswellaspatientswith
dysphagla. Furthermore,researchprojectslookingattheefectsofTHS
uponotheraspectsofswallowingphysiologyandthedevelopmentoftherapy
programswilbenecessary.
43
